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静国大学附属図書館の地域 薩特別資料室には,

静岡県内関係の地域に関する資料と勢 コレクショ

ンとしてまとまった資料が収蔵されています。い

わゆる文化財級のお宝があるというわけではあり

ませんが,地域研究等関連分野の研究者にとって

は重要な資料です。このうちの「河井文庫」,ぃ [幕
家 1圏蔵江戸後期芸文資料コレクション」繁「井通

学校文書」の三うのコレクションと始の中の資料

のいくつかをご紹介します。
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日本の新間の歴史について書かれた文献による

とり明治初期から昭和1褥 (1941)年 新聞事業令等に

より新間が統制されるまで》特に明治期の新聞は

実にさまざまなこのが発刊し廃干瑶しています。こ

れらの新聞は,歴史的な生の資料として貴重なも

のですが,中央の有力誌を除くと完全な揃いとし

て保存されてひるものは意外と少ないようです。

特に地方の新聞は者の地域の研究者や郷土史家に

よる発見や研究が行われてきていますが, 日々発

行されて読み捨てられる新種の性格から収集 ゆ保

存には難しい面があります。

ご紹介する新聞コレクションは,河井家に所蔵

されていた明治か ら昭和までの新間を昭和92

(1957)年 に当主である河井菫友式のご好意により

本学にご寄贈いただいたものです。河井家はむか

しから遠ず弩ヾ推}∫
|1在の有力者で多始の付近の村人の

ために早く から種々の新間を購読 ゆ回覧し,そ の

後大切に保存してきたとのことです。これらの新

聞は,明治辞 (1877)年前後の F朝野新聞』,F東京

曙新聞』,F静岡新聞』などから始まり9中央誌,

地方紙を含めて約3◎種にわたっています。特に静
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同地 方 の新 聞

は,ま とまって

所蔵する図書館

は少なく貴重な

収蔵資料 となり

ました。 また,

公的な図書館等

で所蔵 していた

新間の欠号を理

めるものとして

も重要な役報を

果たすこととも

なりました。当

館でのみ所蔵す

る原 紙 を み る

と,F静岡大務新聞』明治24年,F静国民友新聞』

明治30年代, F静岡新報』明治31-37年 , F静岡公

報』明治40年,F静岡朝報』嘆治41-46年 などがあ

ります (いずれも,他の図書館との若子の重複,欠号が

あります)。

現在では,県下で発行された新間について所蔵

する図書館の協力でマイクロフィルム化されてお

り,県内図書館でも利用できるところが多くなっ

ています。なお,当館では収蔵 リストとして『河

井家寄贈新聞目録』(1976年刊)を作成してしヽます。
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通のコレクションは,駿河国駿東郡大平村 (現

在静岡県燿津市)の名主を務めな国家である原家に

代々伝来されてきた和装本コレクションで,そ の

収蔵内容は F原家 1国蔵江戸後期芸文資料目録』(静

岡大学附属図書館,1988年刊)に まとめられていま

咤『静国民恣新聞藤の饉字



す。

この資料は,江戸後期を中心に明治初期に及ぶ

全451点1,981冊からなりゅ俳諧書を中心に,歌書 ,

戯作類,絵画,地誌ゅ仏教書,図学関係書,そ し

て自然科学書をも含み広範囲にわたっています。

収蔵資料には原家の人々による写本 も多 く見受け

られ,全451点のうち,35点が原家の人々10名 (同

名異人と思われるものを含む)に よる写本で9寛藤 2

(1800)年 から嘉永 7(1864)年の約53年間に書写さ

れ た も の で す。『実 語 教 饉 童 子 教』,

『算理鶉 準 疹』とぃった教科書類,陳海道駅

路の鈴』,F漂流奇談』等の紀行 艤地誌 蓼冒険薄り

陳 海道中膝栗毛』ッ瞳 書太閤記」などをはじめと

する小議■ 戯作など広範囲にわたるものです。中

でも 瞳 書太閤記』は,原重株一IEl喜一重久の 3

名によって丁寧な筆致で書写された全豊09鸞 にも

なる大部で長期にわたるものです。版本では,F北

斎漫画』,『近世美少年録』9『椿説弓張月」など著

名なものが含まれ
~c~tヽ

ます。

通のコレクションを総体としてみるとき,収集

した人々が,書物を通 じて世界を見ようとする知

的好奇心のありさまを見ることができるような気

が します。
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「井通学校文書」は,明治3◎年代から昭和20年代

までの井通学校に保管されていた実務的な教育お

よびその事務関連文書のコレクションです。井通
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学校文書につい

ては花井信教授

(静岡大学教育学

部)の 「井通学

校文書圏録なら

びに略解選 (『静

岡大学教育学部研

究報告人文 。社会

科 学 編』86号

(1986)D。 141-166)

に詳細な国録と

解 説 が あ りま

す。

井通学校は,

現在の磐圏市立

豊圏南 /1N学校の

前身であり,そ の沿革等 によると,明 治 鰺年

(1873)年 7月 西之轟村に西之島学校とし
~c~設

立り

明治 S(1873)年 l③月森下村に政風三階建て校舎

を新設し間校 (見 41NI学校苺坊中学校とならんで遠州三

大学校と呼ばれた),明治29(1889)年 4月 井通学校

と改称,さ らに昭和3鵞 (1955)年 4月豊圏南/11学校

と改称と記されてひます。隣 通学校文書」は,元

静岡大学教育学部藤圏忠男教授が収集され花井教

授により目録作成後,附属図書館に収められたも

のです。

花井教授の分類に沿って列記すると,AI授業

関係ゅ B:学校経営関係, Ci文書 警通達類関係

(1), DI文書 。通達類関係(2), EI静 岡県広報,

PI教育会 鰺校長会関係文書,◎ 1戦時体制関

係,H]青少年団関係, 菫:学事統計, ∫]進路

関係,II雑となつています。総魏 50点のうち 7

割の傲44点が教案 (学習指導案)で “AI授業関係"

に分類されているものです。

事務的文書ですが,そ れぞれの時代の教育実務

に携わった教員や教育関係者の生の記録となって

いて歴史の手触りが感じられます。

(つ かもと まさみ :静岡大学附属図書館)
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